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委託相談支援事業所の設置を希望するにあたり、その趣意と設置後の運営に係る計画は以下のとおりです。

記

１　委託相談支援事業所の設置趣意について
	


２　法人運営の理念・姿勢について
	（１）法人の基本理念・経営理念の明文化とその内容について


	（２）法人の基本理念・経営理念の職員・利用者への周知方法について



	（３）個人情報保護のための規程の整備状況や対策等について



	（４）法令等の遵守についての考え方について（労働関係法令の遵守を含む）



	（５）自己評価・外部評価及び情報公開に関する考え方について



	（６）地域との連携、交流について



	（７）委託相談支援事業の役割について



	３　運営実績・経験

	委託相談支援事業を運営するに足る実績（相談支援専門員としての経験・関係機関との連携・支援のあり方等）


	４　運営の基本方針について

	（１）事業全般についての基本方針


	（２）委託相談支援事業：相談・支援について


	（３）委託相談支援事業：障害者虐待防止等の権利擁護に関する援助について


	（４）委託相談支援事業：地域ネットワーク連携


	（５）自立支援協議会の運営について


	（６）公正・中立な事業実施を図るための考え方について


	（７）配置職員の資質の向上及び職員間の連携を図る方策について


	（８）市との連携について


	（９）基幹相談支援センターとの連携について


	

	

	（１０）他の委託相談支援事業所等との連携について


	（１１）医療との連携について



	（１２）利用者からの苦情を処理するために講ずる措置について


	（１３）夜間・休日等の緊急対応体制について


	（１４）各地域での障害者相談支援窓口について


	（１５）専門性の高い関係機関との連携の取り組みについて


	（１６）各地区でのネットワーク網構築の強化


	（１７）サービス等利用計画の質の向上の取り組みについて


	（１８）事業所等へのスーパーバイズについて


	（１９）地域生活支援拠点整備について



設置趣意書及び事業計画書について

提出書類のうち、（様式９）設置趣意書及び事業計画書については、委託相談支援事業所運営の趣旨説明となりますので、以下の説明文をもとにできるだけ詳しく、考え方や提案内容を記入してください。

各記入欄は、必要に応じて行数を増やしていただいてもかまいませんし、別紙としていただいても結構です。別紙とされる場合は各記入欄に参照すべき別紙がわかるように記入の上、別紙の方にも本書類上の対応する項目がわかるよう明示してください。
１　委託相談支援事業所の設置趣意

　　委託相談支援事業所の設置を希望するにあたり、その動機や、事業の運営を通じてどのようなことを成そうと考えているかを記載してください。
２　法人運営の理念・姿勢について
（１）法人の基本理念や経営理念を明文化し、その内容について記入してください。　　　　　　

（２）また職員や利用者へのその周知方法について記入してください。

（３）個人情報の取り扱い規程、従業員の守秘義務に関する規程など、利用者等に関する書類・データなどの個人情報の管理方法や従業員の守秘義務に関する規程について記入してください。また、その規程を別に定めている場合は、添付してください。

（４）労働関係法令を含む法令等の遵守についての考え方を記入し、福祉事業者としてのコンプライアンスをどう考えるか記入してください。

（５）自己評価や第三者評価の実施に関する考え方について記入してください。また、法人・施設の情報や評価をした場合の、結果の公表に関する考え方を記入してください。
（６）民生委員、自治会などの地域活動組織との連携や地域住民との交流についての考え方を記入してください。

（７）東大阪市の相談支援体制の強化を図るための、委託相談支援事業所としての役割を記入してください。
３　運営実績・経験
委託相談支援事業を運営するに足る実績（相談支援専門員としての経験・関係機関との連携・支援のあり方等）を記入してください。

４　運営の基本方針について
　　委託相談支援事業所において実施する事業全般についてどのような方針で取り組もうと計画されているか項目ごとに記入してください。

　　記入にあたっては、障害者総合支援法の規定等をよくご確認ください。

